
（別紙様式４）

〒
（住所）
（電話）

〒
（住所）
（電話）

昼夜

単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間 単位時間

年 67 単位 19 単位 58 単位 2 単位 0 単位 28 単位

280 人 243 人 人 0 %

人
人
人
人
％

■就職者に占める地元就職者の割合 (F/E)
％

■卒業者に占める就職者の割合 (E/C)
％
人

（令和 4

受審年月：

（Ａ：単位時間による算定）

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

単位時間

（Ｂ：単位数による算定）

単位

単位

単位

単位

単位

単位

単位

人

人

人

人

人

人

人

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価： 無
※有の場合、例えば以下について任意記載

評価団体： - -
評価結果を掲載した
ホームページＵＲＬ -

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数） 0

教員の属性（専任
教員について記

入）

 ① 専修学校の専門課程を修了した後、学校等におい
てその担当する教育等に従事した者であって、当該専
門課程の修業年限と当該業務に従事した期間とを通算
して六年以上となる者

（専修学校設置基準第41条第1項第1号） 30

 ② 学士の学位を有する者等 （専修学校設置基準第41条第1項第2号） 4

 ③ 高等学校教諭等経験者 （専修学校設置基準第41条第1項第3号） 0

 計 35

上記①～⑤のうち、実務家教員（分野におけるおおむね５年以上の実務の経験を有し、かつ、高
度の実務の能力を有する者を想定）の数

33

 ④ 修士の学位又は専門職学位 （専修学校設置基準第41条第1項第4号） 0

 ⑤ その他 （専修学校設置基準第41条第1項第5号） 1

うち企業等と連携した演習の授業時数

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

総授業時数 107

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数 2

うち必修授業時数

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

美容室、ヘアメイク事務所

うち企業等と連携した必修の実験・実習・実技の授業時数

（うち企業等と連携したインターンシップの授業時数）

2

うち企業等と連携した必修の演習の授業時数

当該学科の
ホームページ

URL
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/

97
■進学者数 1
■その他

就職・進学以外：２名

0

うち企業等と連携した演習の授業時数 12

うち必修授業時数 47

企業等と連携した
実習等の実施状況
（Ａ、Ｂいずれか

に記入）

総授業時数

うち企業等と連携した実験・実習・実技の授業時数

2 昼間
※単位時間、単位いずれ
かに記入

生徒総定員 生徒実員(A) 留学生数（生徒実員の内数）(B) 留学生割合(B/A)

0

（令和４年度卒業生）

95
■地元就職者数 (F) 72
■就職率 (E/D)　　　　　　　　　　： 100

76

就職等の状況

■卒業者数 (C)　　　　　　　　： 98
■就職希望者数 (D)　　　　　： 95
■就職者数 (E)　　　　　　　　：

年度卒業者に関する令和５年５月１日時点の情報）

■主な就職先、業界等

学科の目的
「世の中の困難を希望に変える」をミッションとし、学校教育法に基づき、美容業界に従事しようとする者に必要な実践的かつ専門的な知識、技能を教授することによっ
て、明日の美容業界を担う人材を養成することを目的とする。

学科の特徴（取得
可能な資格、中退

率　等）

取得可能な資格・検定：美容師免許、パーソナルカラーコーディネート検定ベーシック、サービス接遇検定3級
令和４（2022）年度中退率：8.2％

修業年限
全課程の修了に必要な総授業時数又は総

単位数 講義 演習 実習 実験 実技

衛生 衛生専門課程 美容科 平成15(2003)年度 - 平成30(2018)年度

分野 認定課程名 認定学科名 専門士認定年度 高度専門士認定年度 職業実践専門課程認定年度

令和5年7月31日

060-0042

011-232-3230
設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

学校法人三幸学園 昭和60年3月8日 昼間　一彦 東京都文京区本郷三丁目23番16号
113-0033

03-3814-6151

札幌ビューティーアート専門
学校

平成14年3月29日 中村　淳 北海道札幌市中央区大通西9丁目1-12

職業実践専門課程等の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/course/beauty/


種別

③

③

③

①

②

-

-

-

（年間の開催数及び開催時期）

篠原　雅 合同会社さみくすCBO・オヤコノミライlab 令和5年4月1日～令和6年3月31日

年2回　（7月、12月）

（開催日時（実績））
第１回　2022年7月27日（水）16:00～17:15
第２回　2022年12月2日（金）16:30～17:30

小西　さやか 一般社団法人　日本化粧品検定協会 令和5年4月1日～令和6年3月31日

　※委員の種別の欄には、企業等委員の場合には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　（当該学校の教職員が学校側の委員として参画する場合、種別の欄は「－」を記載してください。）
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

三上　善彦

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況

札幌美容協同組合　常任理事

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課程
の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本方
針

企業等との連携を通じて必要な情報の把握・分析を行い、実践的かつ専門的な職業教育を実施することを目的として、教育
課程編成委員会を設置する。委員会は次の各号に掲げる事項を審議し、授業科目の開設や授業方法の改善・工夫に生か
す。
　（１）カリキュラムの企画・運営・評価に関する事項
　（２）各授業科目の内容・方法の充実及び改善に関する事項
　（３）教科書・教材の選定に関する事項
　（４）その他、教員としての資質・能力の育成に必要な研修に関する事項等
またより正確に業界における動向や求められる人材要件を把握するため、就職・実習先企業や業界団体、資格・検定団体等
と関係性を深め、幅広く連携を図ることで、業界の求めるニーズを確実に捉え、本校のカリキュラムや授業内容に反映する。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

教育課程編成委員会での審議を通じて示された企業等の要請その他の情報・意思を十分に生かし、実践的かつ専門的な職
業教育を実施するに相応しい教育課程の編成を協力して行うものとして位置づけている。
具体的には、審議を通じて示された教育課程編成に係る意見を基に、副校長および各校教務チームによって教育課程および
シラバスの改善素案が作成され、ビューティーアート分野専門委員会（別紙組織図：各専門委員会）にて提案される。
提案に基づビューティーアート分野専門委員会にて審議の上、次年度の教育課程およびシラバスに改善内容が反映される。

（３）教育課程編成委員会等の全委員の名簿

斎藤　佑里 SANTAI　BALI　Diei 令和5年4月1日～令和6年3月31日

令和5年7月31日現在

令和5年4月1日～令和6年3月31日

令和5年4月1日～令和6年3月31日

吉田　裕美 札幌ビューティーアート専門学校　副校長 令和5年4月1日～令和6年3月31日

安部　由香子 札幌ビューティーアート専門学校　主任 令和5年4月1日～令和6年3月31日

名　前 所　　　属 任期

飯田　光希 シャネル合同株式会社

野村　智子 札幌ビューティーアート専門学校　主任 令和5年4月1日～令和6年3月31日

※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

委員会にていただいた以下の意見について対応を行っている。
➡委員の方々より、学生は将来人を相手にする職業につく為、コミュニケーション力や、明るく気持ちのよい挨拶ができるよう
に指導する事をアドバイス頂きましたので、就職対策の授業で、コミュニケ―ショントレーニング授業を取り入れたり、卒業生に
来校してもらい挨拶の重要性を伝えてもらい身につけさせている。



有限会社メイクアップアトリエ

日本における美容文化である着付けの技術を学ぶことで卒業後の仕事の幅が広がり、活躍の場も増える。授業では技術
はもとより礼節や所作などを現場の方から毎週継続して学ぶことで、接客スキルを向上させる。日本の美容文化への知識
及び技術修得の必要性を認識し、向上心を養う。

小林豊子きもの学院

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針
実践的な指導を施すにあたり、美容業界における実績や、実践的かつ専門的な知識・技術およびその指導能力を有する指導
者が得られる企業等を選定し、実践計画の作成から連携を図る。美容業界の求める人材要件に沿った計画、および評価基
準・方法を設定し、企業等からのフィードバックに基づいた成績評価を行うことを基本方針とする。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

２．「企業等と連携して、実習、実技、実験又は演習（以下「実習・演習等」という。）の授業を行っていること。」関係

・授業内容については、1年次に10日間程度、連携企業先で現場実習を実施し、美容業界に必要な接客力を習得する。
・評価については、連携企業による項目別の評価をもとに最終評価に反映させ、成績認定を行うものとする。

着付け

美容実習Ⅱ-B ブライダルのシーンに合ったメイク技術を基礎から学び、さらに現場に特化した授業とする事で、実践的に学び、活かすこと
が出来るスキルを習得する。

美容実践Ⅰ－B 需要が高いとされるアーティスティックなヘアメイクを学ぶことで、卒業後の仕事の幅が広がり、活躍の場も増える。授業で
は技術テクニックにおいて、現場の方から毎週継続して学ぶことで、技術スキルを向上させる。 有限会社メイクアップアトリエ

美容実践Ⅱ－B 基礎メイクを踏まえ応用メイクとして様々なシーンでのヘアメイクを中心に学び、現場で活かせる技術を習得する。 有限会社メイクアップアトリエ

サロンワークーC ブライダルのシーンに合ったメイク技術を現場で実践的に活かせる授業内容である。時間内にメイクを仕上げられるよう
な、ハイレベルの技術力が身に付く授業内容である。 有限会社メイクアップアトリエ



研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

研修名：

期間：

内容

令和5年10月4日（水） 対象： クラス担任教員10名

最新のヘッドスパ、ヘアカラー、ヘアメイク講習会

美容業界の魅力、最新トレンド、業界教育

トレンドヘアメイク講習会 連携企業等： 北海道理容美容研修センター

対象： クラス担任教員21名

対象： 全教職員80名

株式会社グローバルキャリア

さっぽろレインボープライド満島てる子

②指導力の修得・向上のための研修等

クラス運営におけるクラスマネージメント

LGBT多様化による生徒指導 連携企業等：

令和4年11月25日（金）

授業力向上に向けての伝え方スキルアップセミナー

学校現場で必要な生徒指導に伴う法律知識を知る 連携企業等： 司法書士　長峰啓介

令和5年10月6日（金）

死に化粧 連携企業等： 北海道理容美容研修センター

LGBTへの理解と生徒指導について学ぶ

令和5年8月22日（火） 対象： クラス担任教員21名

①専攻分野における実務に関する研修等
（３）研修等の計画

生徒が成長するために必要な要素 連携企業等：

令和4年9月29日（木）

美容業界の動向 連携企業等： 株式会社リクルート

令和5年10月6日（金） 対象： クラス担任教員10名

納棺の儀式において施す、ヘアメイク知識や、ヘアセット、お顔そりなど技術を学ぶ

伝え方研修 連携企業等： 株式会社グローバルキャリア　的場　亮

②指導力の修得・向上のための研修等

令和5年10月5日（木） 対象： クラス担任教員21名

対象： クラス担任15名

闇バイト、大麻、未成年引き下げ、フリマアプリ、マッチングアプリ、SNSの取り扱いについてのトラブルを学び生徒指導に生かす。

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

実践的かつ専門的な職業教育を実施し、明日の美容業界を担う人材を養成するためには、教員一人ひとりが常に業界ならび
に実務に関する最新の知識を持ち、指導スキルを身につけようという向上心がなければならない。そのために、「研修等に係
る諸規程」に基づき、計画的に以下の研修を実施している。
・企業等から講師を招いた実践的かつ専門的な知識・技術・技能を修得するための研修
・企業等から講師を招いた指導力の修得・向上のための研修

フォトコンテスト技術力向上セミナー 連携企業等：

令和4年8月2日（火）､8月9日（火）､8月15日（月） 対象： クラス担任教員21名

株式会社バトリョarte HAIR

クリエイティブスタイル技術、リアルサロンスタイルの撮影の仕方

VRを活用した美容技術 連携企業等： 株式会社ⅲ　

令和4年8月19日（金） 対象： クラス担任教員21名

美容技術教育の現状と課題、VRを活用したICT教育の重要性について

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（２）研修等の実績
①専攻分野における実務に関する研修等



種別

卒業生

関連業界等関係者

関連業界等関係者

関連業界等関係者

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/disclosure/2023/docs/kankeisya.pdf
公表時期： 令和5年8月9日

株式会社 札幌丸井三越
令和5年4月1日～令和6年3月
31日（２年）

高野 和幸 株式会社 芭里絵
令和5年4月1日～令和6年3月
31日（２年）

 綱 裕美

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

津田 尚子 株式会社 ソシエ・ワールド
令和5年4月1日～令和6年3月
31日（２年）

（６）教育環境 （６）教育環境
（７）学生の受入れ募集 （７）学生の受入れ募集
（８）財務 （８）財務

令和5年4月1日～令和6年3月
31日（２年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
令和5年6月27日現在

名　前 所　　　属 任期

（９）法令等の遵守 （９）法令等の遵守
（１０）社会貢献・地域貢献 （１０）社会貢献・地域貢献
（１１）国際交流

（３）学校関係者評価結果の活用状況
委員会にていただいた以下の意見について対応を行っている。
委員の方々より、美容現場ではお客様と資料を一から作成する為、Excel のスキルや PDF 化してお客様へお伝えすることも
あるということから、資料作成の知識を就職対策及びメイク実習の時間で取り入れた。

（３）教育活動 （３）教育活動

冨田 佳代 有限会社メイクアップアトリエ

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目
（１）教育理念・目標 （１）教育理念・目標
（２）学校運営 （２）学校運営

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。ま
た、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針
学校関係者として、関連分野の業界関係者及び卒業生、地域に根差した関連企業と共に、学校関係者評価委員会を設置し
て、教育目標や教育について評価し、その評価結果を次年度の教育活動および学校運営の改善の参考とする。
学校関係者評価は、「専修学校における学校評価のガイドライン」の評価項目を使用して実施した自己点検・自己評価の結果
を基に「実施することを基本方針とする。また評価結果は学校のホームページで公表し、委員会で得られた意見についてはす
みやかに集約し、各業務担当者にフィードバックすることで、学校運営の改善に生かすものとする。

（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（４）学修成果 （４）学修成果
（５）学生支援 （５）学生支援

※（１０）及び（１１）については任意記載。

https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/disclosure/2023/docs/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/disclosure/2023/docs/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/disclosure/2023/docs/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/disclosure/2023/docs/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/disclosure/2023/docs/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/disclosure/2023/docs/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/disclosure/2023/docs/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/disclosure/2023/docs/kankeisya.pdf
https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/disclosure/2023/docs/kankeisya.pdf


（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　））
URL： https://www.sanko.ac.jp/sapporo-beauty/disclosure/
公表時期： 令和5年5月30日

（１１）その他
※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

（８）学校の財務 学校の財務
（９）学校評価 自己評価・学校関係者評価結果
（１０）国際連携の状況

（５）様々な教育活動・教育環境 学校行事
（６）学生の生活支援 生活上の諸問題への対応
（７）学生納付金・修学支援 学生納付金、就学支援

（２）各学科等の教育 学科概要、カリキュラム、シラバス、客観的な指標の算出方法、卒業要
（３）教職員 教員数、組織、専門性
（４）キャリア教育・実践的職業教育 キャリア教育への取り組み、実習実技への取り組み

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針
「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」に則って情報提供を行うことを基本方針とし、以下の姿を目指
す。
１．学校の指導方針や課題への対応方法等に関し、教職員・生徒間、学校・家庭間の共通理解が深まり、教育活動の活性化
や学校運営の円滑化につなげること。
２．入学希望者やその保護者に対し、進路選択に当たっての有用な情報を提供するとともに、一人ひとりの能力・適性にあっ
た望ましい進路の実現に資すること。
３．キャリア教育・職業教育をはじめとした教育活動の状況等について、業界関係者に情報提供することで、相互の対話が促
され、実習・就職指導等企業等との連携による活動の充実や、業界等のニーズを踏まえた教育内容・方法の改善につなげる
こと。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応
ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画 学校の概要、目標および計画

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況に関
する情報を提供していること。」関係
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1 〇 保健Ⅰ
人の身体の構造や機能を理解し、健康に保つ方法や疾
患など、美容と健康の関わりについて学びます。

1
年
・
通

30 1 〇 〇 〇

2 〇 保健Ⅱ
皮膚付属器官の構造及び機能、毛髪などの構造・機能
の知識を美容技術と関連させて学びます。

2
年
・
通

60 2 〇 〇 〇

3 〇 文化論Ⅰ 美容文化史、美容デッサンなどについて学びます。

1
年
・
前

30 1 〇 〇 〇

4 〇 文化論Ⅱ
服飾・ファッション・デザインの変遷、色彩や表現方
法などについて学びます。

２
年
・
通

30 1 〇 〇 〇

5 〇 運営管理
サロン経営に必要な経営管理、労務管理、接客法、
マーケティングなどの知識・手法を学びます。

1
年
・
通

30 1 〇 〇 〇

6 〇
美 容 技 術理
論Ⅰ

基礎から特殊技術までの器具の取り扱い、その目的や
種類、特徴、技術上の注意点について学びます。

1
年
・
通

90 3 〇 〇 〇

7 〇
美 容 技 術理
論Ⅱ

エステ・メイク・ネイル・着付け・まつ毛エクステン
ションなど美容全般の技術と理論について学びます。

2
年
・
通

60 2 〇 〇 〇

8 〇
関 係 法 規・
制度

衛生行政、美容師法など、美容に係わる法律について
学び、知識を深めます。

2
年
・
通

30 1 〇 〇 〇

9 〇 衛生管理Ⅰ
公衆衛生について学び、感染症と環境衛生、消毒の義
務や目的など、サロンにおける衛生管理を学ぶ中で、
衛生面についての理解を深めます。

2
年
・
通

30 1 〇 〇 〇

10 〇 衛生管理Ⅱ
公衆衛生について学び、感染症と環境衛生、消毒の義
務や目的など、サロンにおける衛生管理を学ぶ中で、
衛生面についての理解を深めます。

2
年
・
通

60 2 〇 〇 〇

11 〇 香粧品科学
美容機器・香粧品を適正に取り扱うために、機械器
具、香粧品の働きを理解し、正しく取り扱う上で必要
な科学的知識を学びます。

2
年
・
通

60 2 〇 〇 〇

12 〇
美 容 実 習Ⅰ
－Ａ

用具類の規格について説明。美容師国家試験第２課題
を中心に第１課題、衛生までの範囲を学ぶ。シャン
プーイングの基礎も取り入れハンドブローまでの技術
を習得します。

1
年
・
通

90 3 〇 〇 〇

13 〇
美 容 実 習Ⅰ
－Ｂ

用具類の規格について説明。美容師国家試験第２課題
を中心に第１課題、衛生までの範囲を学ぶ。シャン
プーイングの基礎も取り入れハンドブローまでの技術
を習得します。

1
年
・
通

90 3 〇 〇 〇

14 〇
美 容 実 習Ⅰ
－Ｃ

用具類の規格について説明。美容師国家試験第２課題
を中心に第１課題、衛生までの範囲を学ぶ。シャン
プーイングの基礎も取り入れハンドブローまでの技術
を習得します。

1
年
・
通

90 3 〇 〇 〇

授業科目等の概要

（衛生専門課程 美容科）
分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員

企
業
等
と
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連
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15 〇
美 容 実 習Ⅰ
－Ｄ

用具類の規格について説明。美容師国家試験第２課題
を中心に第１課題、衛生までの範囲を学ぶ。シャン
プーイングの基礎も取り入れハンドブローまでの技術
を習得します。

1
年
・
通

90 3 〇 〇 〇

16 〇
美 容 実 習Ⅰ
－Ｅ

用具類の規格について説明。美容師国家試験第２課題
を中心に第１課題、衛生までの範囲を学ぶ。シャン
プーイングの基礎も取り入れハンドブローまでの技術
を習得します。

1
年
・
通

90 3 〇 〇 〇

17 〇
美 容 実 習Ⅰ
－Ｆ

企業と連携し学外実習として実践的な接客技術等を学
びます。

1
年
・
通

60 2 〇 〇 〇

18 〇
美 容 実 習Ⅱ
－Ａ

美容師国家資格第１・２課題、衛生面を中心に知識・
技術を習得し、美容師国家試験合格を目指します。

2
年
・
通

60 2 〇 〇 〇

19 〇
美 容 実 習Ⅱ
－Ｂ

美容師国家資格第１・２課題、衛生面を中心に知識・
技術を習得し、美容師国家試験合格を目指します。

2
年
・
後

60 2 〇 〇 〇 ○

20 〇
美 容 実 習Ⅱ
－Ｃ

美容師国家資格第１・２課題、衛生面を中心に知識・
技術を習得し、美容師国家試験合格を目指します。

2
年
・
後

90 3 〇 〇 〇

21 〇
美 容 実 習Ⅱ
－Ｄ

美容師国家資格第１・２課題、衛生面を中心に知識・
技術を習得し、美容師国家試験合格を目指します。

2
年
・
後

90 3 〇 〇 〇

22 〇
美 容 実 習Ⅱ
－Ｅ

美容師国家資格第１・２課題、衛生面を中心に知識・
技術を習得し、美容師国家試験合格を目指します。

2
年
・
後

90 3 〇 〇 〇

23 〇
ビ ジ ネ スマ
ナーⅠ

検定取得を目指し、敬語の使い方や履歴書の書き方、
ビジネス文書の書き方など、社会人としての考え方を
はじめ、ルールやマナーを学びます。

1
年
・
通

30 1 〇 〇 〇

24 〇
ビ ジ ネ スマ
ナーⅡ

サービス接遇検定の試験に向けて筆記対策を行いま
す。

1
年
・
通

30 1 〇 〇 〇

25 〇
カ ラ ー ＆
フ ァ ッ ショ
ンⅠ

フッションコーディネートの現場で即戦力となれるよ
うに、色に関する知識、法則、技法を理論的かつ実践
的に身に着けます。パーソナルカラーコーディネート
の資格取得を目指します。

1
年
・
前

30 1 〇 〇 〇

26 〇
カ ラ ー ＆
フ ァ ッ ショ
ンⅡ

フッションコーディネートの現場で即戦力となれるよ
うに、色に関する知識、法則、技法を理論的かつ実践
的に身に着けます。パーソナルカラーコーディネート
の資格取得を目指します。

1
年
・
後

30 1 〇 〇 〇

27 〇 着付け
着物文化の指導者としての検定取得を目指し、着付け
の技術や着装の指導など、着物全般に対するアドバイ
スを行うための知識を習得します。

2
年
・
通

60 2 〇 〇 〇 ○

28 〇
ヘ ア ア レン
ジ

前期にホットカーラー,ピンうち,ポニーテール,編み
込みなどの基礎テクニックを習得し、後期には夜会巻
きや成人式などの行事ごとに活用できるアレンジテク
ニック習得を目指します。

1
年
・
通

30 1 〇 〇 〇

29 〇
未 来 デ ザイ
ン プ ロ グラ
ム

ビジネス書の「７つの習慣」を教材に用い、７つの項
目を習慣化することにより成功する為の力を養いま
す。

1
年
・
通

30 1 〇 〇 〇



30 〇 就職対策Ⅰ
就職の心構えや目的から伝え、企業のエントリー方法
や実践的な面接指導、そして内定後までの流れを指導
します。

1
年
・
通

30 1 〇 〇 〇

31 〇 就職対策Ⅱ
就職の心構えや目的から伝え、企業のエントリー方法
や実践的な面接指導、そして内定後までの流れを指導
します。

2
年
・
通

30 1 〇 〇 〇

32 〇
美 容 実 践Ⅰ
－Ａ

メイクアップ、パーマ・カラー、花嫁着付け、ネイ
ル、ブライダル知識などの美容に関わる科目全般を選
択履修。幅広い基礎技術・知識の習得します。

1
年
・
後

90 3 〇 〇 〇

33 〇
美 容 実 践Ⅰ
－Ｂ

メイクアップ、パーマ・カラー、花嫁着付け、ネイ
ル、ブライダル知識などの美容に関わる科目全般を選
択履修。幅広い基礎技術・知識の習得します。

1
年
・
後

90 3 〇 〇 〇 ○

34 〇
美 容 実 践Ⅰ
－Ｃ

メイクアップ、パーマ・カラー、花嫁着付け、ネイ
ル、ブライダル知識などの美容に関わる科目全般を選
択履修。幅広い基礎技術・知識の習得します。

1
年
・
後

90 3 〇 〇 〇

35 〇
美 容 実 践Ⅰ
－Ｄ

メイクアップ、パーマ・カラー、花嫁着付け、ネイ
ル、ブライダル知識などの美容に関わる科目全般を選
択履修。幅広い基礎技術・知識の習得します。

1
年
・
後

90 3 〇 〇 〇

36 〇
美 容 実 践Ⅰ
－Ｅ

メイクアップ、パーマ・カラー、花嫁着付け、ネイ
ル、ブライダル知識などの美容に関わる科目全般を選
択履修。幅広い基礎技術・知識の習得します。

1
年
・
後

90 3 〇 〇 〇

37 〇
美 容 実 践Ⅱ
－Ａ

メイクアップ、パーマ・カラー、花嫁着付け、ネイル
などの美容に関わる科目全般を選択履修。応用技術・
深い知識及び実践力を身につけます。

2
年
・
前

90 3 〇 〇 〇

38 〇
美 容 実 践Ⅱ
－Ｂ

メイクアップ、パーマ・カラー、花嫁着付け、ネイル
などの美容に関わる科目全般を選択履修。応用技術・
深い知識及び実践力を身につけます。

2
年
・
前

90 3 〇 〇 〇 ○

39 〇
美 容 実 践Ⅱ
－Ｃ

メイクアップ、パーマ・カラー、花嫁着付け、ネイル
などの美容に関わる科目全般を選択履修。応用技術・
深い知識及び実践力を身につけます。

2
年
・
前

90 3 〇 〇 〇

40 〇
美 容 実 践Ⅱ
－Ｄ

メイクアップ、パーマ・カラー、花嫁着付け、ネイル
などの美容に関わる科目全般を選択履修。応用技術・
深い知識及び実践力を身につけます。

2
年
・
前

90 3 〇 〇 〇



41 〇
美 容 実 践Ⅱ
－Ｅ

メイクアップ、パーマ・カラー、花嫁着付け、ネイル
などの美容に関わる科目全般を選択履修。応用技術・
深い知識及び実践力を身につけます。

2
年
・
前

90 3 〇 〇 〇

42 〇 ｻﾛﾝﾜｰｸＡ
業界からの要望を反映しアイラッシュエクステンショ
ン・ヘアアレンジ技術を導入しています。

2
年
・
通

120 4 〇 〇 〇

43 〇 ｻﾛﾝﾜｰｸＢ
業界からの要望を反映しアイラッシュエクステンショ
ン・ヘアアレンジ技術を導入しています。

2
年
・
通

120 4 〇 〇 〇

44 〇 ｻﾛﾝﾜｰｸＣ
業界からの要望を反映しアイラッシュエクステンショ
ン・ヘアアレンジ技術を導入しています。

2
年
・
通

120 4 〇 〇 〇 ○

45 〇 ｻﾛﾝﾜｰｸＤ
業界からの要望を反映しアイラッシュエクステンショ
ン・ヘアアレンジ技術を導入しています。

2
年
・
通

120 4 〇 〇 〇

46 〇 ｻﾛﾝﾜｰｸＥ
業界からの要望を反映しアイラッシュエクステンショ
ン・ヘアアレンジ技術を導入しています。

2
年
・
通

120 4 〇 〇 〇

46合計 科目 107 単位（3210単位時間）



期

週

２　企業等との連携については、実施要項の３（３）の要件に該当する授業科目について○を付すこと。

１学年の学期区分

１学期の授業期間

（留意事項）

卒業要件及び履修方法 授業期間等

１　一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の併用により行う場合
  については、主たる方法について○を付し、その他の方法について△を付すこと。

2

15

卒業要件：
本校に修業年限以上在学し、所定の単位を修得し校長に卒業を認められた者に、卒業
の認定を行う。
卒業に必要な単位数は科目配当表に示すとおりとする。

履修方法： 原則として教育課程に定められている順序で履修する。


